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A(y. t)= hE-a 臨層で
ACI/. 1)= c 底層で
とおくことにより，よく予測されるとしている。ここに，甲:減衰係数.y. 水面の座標，E=-7
告であり.Ao. a. h. cは定数である。しかし，この概念は実際の物理現象に直接には対応せ
ず，分子拡散，乱流拡散，混合現象やその他の不確定要業のすべてを含んでいるため，有効拡散
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と書くことができる。 T(.I/. t)は貯水池内での水温， DTは分子監散係数， Etl/. 1)は乱
流拡散係数， T"，(J )は流入水温. pは密度 cは比熱，oは緬射熱として単位時間あたりに単位
また，貯水池の単位陣さあたりの流入量および流出品をそれぞれ面積を通過する熱流東である。
qi， qoとし， これにf!1'ぅ鉛直移流量を Q，・とした。(1 -2)式は連続方程式を用いて，
6← 
aT -+，E=~. ~r AI n. -+f.，.\aTl-+-~(T".-T ) ， }五ill37+t7y=7Z・3ylA(DF+£}7Fl+ A +百五・ a.l/ ・H ・-…(1 -3) 
と書き改められる。また，貯水池から取水される流体の温度は






















濁物質の保存式は(2 -27) j;よび (2-29)式で与えられるが.これらの式を図}-3に示さ
れた厚さムHのコントロール・ボリュームで積分したものが. (}-2)ないしは(1 -3)式で
あった。したがって.懸濁物質の保存式に対しでも問機なことがいえ.つぎのように表わされる。
豆ι+tk=1.i(DmAK)+0i(ω-cL+JSOURCES)mー (SlNKS)問…(ト 5) 
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ρ=p(ρ. T) .....・ H ・...・ H ・H ・H ・..……………………...・ H ・...・ H ・H ・H ・..…… (2- 1) 
金主+豆白色1=0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2 -2) 
δl' aXj 
2白血よ+並生!-，d=ρ1・‘ +主主L ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2 -3) 
θ aXJ '" " aXj 
ここに，式の表現を簡単にするため，テンソル表示がされており.Einsteinの総和規約が用いら
れている。また.ρ:¥密度， ρ:圧力.T:ii品度.1:時間変数.X. 空間変数 Ui 速度の Xi軸













';i=2μeji+AO・δ)' . (2-5) 
ここに.0=ギ!..
α'.1:; 




1 cIll;. cIlI; ¥ _. ar;. ペず+的言)=ρR+2Z
=ρFa-3ι+t.2旦+μよι









δ(-1...2 ¥_-1， 2 cIp .j"".. cIU; af~2P(r)=2q- ;;/十ρlli7i/
I _2 CI(ρlti) ， .• r "cIu i ， ar ji ， _ r-1 =ーすq2~涜ι+Hai-pttJIZ+宮古旬Fif




ド . a/ . ¥ p ・~I i/
=一主主ー {j!..j"λ些叫




ここに.q:合速度の大きさ (=llIj1{j).e:単位質Jitあたりの流体がもっ内部エネルギー s • 











長{ρ(tq24+e)}=-￡(仰心(~ q2+.Q+ e )-U'TJ・ -K~ま)








. (2 -12) 
ことを述べており，結局，
市/ds. ds ¥_ .δu，. d /.， dT¥ 














. (2 -14) 笠ι+u笠ι=と主主+ν主主一一εbsi-J-(-.1 ). ~色。I' UJ dXJ -~J dXj ， "dxjdxj . .P， dX/1 ¥ρJ dXi 
ここに.E."iはEddingtonのイプシロンであり，ふは次式で表わされる渦度成分である。
CθUi .=εkji dXj 
(2 -14)式は，第3節で述べられるような乱流輸送係数を理論的に導くために.簡略な形で用













=(I-c・)p.l+ c・Ps ・H ・....・H ・..…H ・H ・..・H ・H ・H ・..………...・H ・..……… (2-16) 







主包C)+立包gιl=_~ι …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (2 -18) 
ol oXJ oXJ 
したがって，連続方程式を用いて変形すれば，改式が得られる。




主恒正立+δ(ρsmusJt=_ di; ……...・H ・.…H ・H ・..・H ・..・H ・..・H ・..……… (2-20) 
O/ oXJ OX; 






な事情を考えれば. ( 2 -20)ならびに(2 -21)式は，既にある種の制約を受けている。ただ
し， mは体積濃度から平均的に求められるもので，懸濁位子の境界面への投影面積が全体に対し
て占める割合である。通常，この{院は，近似的に体積濃度で表わされるものとしている。このと
き. (2 -20)式と(2 -21)式とを加え合わせて全体の流れに対する連続方程式を求めれば， (2 
-16)， (2 -17)の両式を使ってつぎのようになる。
op -'-皇盟斗一-~丘 òij +;ーι(.EL) 言" OXj 一 ρ OXj・JOXj'ρs J . (2 -22) 







. (2 -23) 
ただし， Dは拡散係数である。 この関係を用いれば， (2 -19)式はよく知られた拡散方程式に直
ちに変換される。
oc ， _ oc _ n. o2 C 一 一一-ol ' "J OXj -.， OXjOXj 
なお，式の変形にあたって， grad c • gradρDは無視されうるものとした。




















t' ¥ ot '''J OXJ ，-t' .， ox，' 3 OXi' JA oXJOXj 
一 • ou'， θUi δUi ー""OUi "aU'i 
-ρ Uj五-;-P--at-UJP百万一PU j aXi ρU j aXi 
エネルギ一方程式(温度拡散方程式)。T 一一δT a2T δ ーァーっ Qh 一一+U一一=1'一一一一一一一(u'i7)+与 iil '<<J aXJ -A. axiaxj aXJ ρCP 
或いは，
J!.J丘二一丘fl--r-8ρ - iJ21 I ~+ IIj ..~? }=ρ 1， f:-U ←ーー+μ12 ¥ al 'UJ aXi ，-t' .".， '" ax， 'JA u， aXiOXj 
一一 .Olt'， ー，θU， 一一一五(， 1-.十 87-773Z 
-P u， U J石-;-u'PTJ-U， UJρ五了ーすPU J五 --U，PUJaXi
拡散方程式
OC ，-oc θ2 C O す +ηz=D瓦瓦-a;J (UiC') 
. (2-26) 
. (2 -27) 
. (2-28) 
. (2 -29) 
ここに，連続方程式 (2-25)は(2-2)式を変換したものであり.運動方程式(2 -26)は(2 
-6)式を変換したものである。さらに，エネルギ一方程式としては，温度拡散方程式 (2-13) 
を乱流の平均流に対する基礎方程式に変換すれば(2ー 27)式が得られ， あるいは同値な式とし









fδ 一-.--.δ 「十-.-.au， θ →?ー 1








(2 -21)式で m=♂とし，先のl時間平均化掛作を施す。 このとき， ( 2 -20)式はつぎのよう
に書ける。
丘三4τ 豆三_".0旦三一寸al.f.j _ (J(三Z三i
~' l( ，f.J ax; -"8'; (JX; . ax; aXj 
ここで. (2 -21)式に同様な操作を行えば.次式が求まる。
-ia?-m -18PfO(pふ 1-+五五三1}一一 一一一}=(I-c')ととム斗。， ".f.J dX; J -¥. L f 1 al ax; dX; 
一戸Zio恥百万一-ac'. aι 'p'.rc") δ同市)á/~ ， + ~ ， ('，' a; .J ~ ， + p .rt .r・2古Zプ axJ+OIJ
. (2 -30) 





UX; -"... UX; aX; ax; P f ¥ DI Imea" 
+ } r a("'P?'}σI fJ豆fJ.r_l.{(]-~)P;U;;) + a{ t .r~ ・訂F1+ δ{P"fC'"It'.rJ1 
p.rl at ・一 ーー δlrJ aX; OXJ aX; J 
. (2 -32) 
結局， この関係を用いて ( 2 -30)式を変形すれば， 懸潤粒子に対する拡散方程式はつぎのよう
に表わされる。
tzdIJι=(]ー?)1I~点二一(Iーア}兵旦_?à(~)δI1 '.. '" (Jx; ~ ， ..g~ aXj OX; ax; 
十 c・{トア (Dpパ c' rδ(p'.rc") ， で~aー}
P.r . ¥D/)m ."， - p.rlーヲ7-TCMfqr 
a{(トア)玄五七)， afUf.J 'p".rc"} δ{p".rC勺Z二)1I ............... (2 -33) 
ax; J 
ここに.(D/Dt}mea，=a/.δt + l.r.;à/àx; と置かれており tt~.; は懸澗粒子の沈降速度成分である。
なお，式の変形にあたっては，混相流の取扱いに対して道上ηにより使用されたつぎの仮定が，こ
こでも用いられた。
tts.;= u.r.J-llL . {2 -34} 
以上で.乱流の平均流に対して，主要な基礎方程式が誘導された。とくに.j品度拡散方程式(エ
ネルギー式) と懸濁粒子の拡散方程式の岡武に対しては， それぞれ，誘導制度の異なる 2通りの
方法で基礎式が求められた。実際，第6草で示されるように，工学的な問題を取り挙げる場合の
両拡散方程式としては. (2 -27)式と (2-29)式とで+分である。しかし，後に述べられるよ















μ lIj1lr一一εm，(j)ー -t一一ιαr:J:j . (2-36) 
→ -;;;;δT 
1 j 1 = -E T，(j)-τ一
乱'-'J
(2 -37) 


























.f! • ..J立~-Ì-て li~.\-~ 1:' _~'.: {a Ui_ -Ì-τ 主~\-.:主ι
2 ¥ at I l< J aX
J 
;ード U i l"i ド lft¥θIl<i aXi ; “r aXi 
+μutι-(p U'jZt'i+戸市)立u土-iLMJK:-4k-dh;:斗 pu生'Z
r aXiaXj ¥ P II jl i T P lf jlf i '7fXj' -2 II i aXj -2¥-(ii" T lj aXj ;-2/J tl j (JXj 
. (2 -39) 
つぎのように表わした。と書けるが， Ellisonはこの式を無限平板上の流れに適用して，
...L.宣之+1.4(Z77HEFtiしょ.旦t'1(") 2 at 2 az ，. '1 ，'U W dz 'p dz 
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+呼孟ー ν(万す+汗す+万古~)=o ........................ (2 -40) 
なお， ここの記号は直角座標に対する慣例のものに改められており，X， Y軸は平板上にあり，x 
軸は主流方向に取られている。また，z軸はそれらに垂直上向きで鉛直方向に取られている。彼
は，前述された方法を使って，渦拡散係数と渦動粘性係数との比をつぎのように表わした。
F・w'2fl-Rrfl+乙引lKH _ Rf_・， L ~ "J ¥ ~. W '2T2 I J 











. (2 -42) 
. (2 -43) 
. (2 -44) 
R-gaz、----~--
a一一Ia i¥2 (Richardson数).・H ・..・H ・....・H ・.…..・H ・H ・H ・..……(2 -45) 











'J- xB xgp'w' 
xはKa，.mall定数，
B=--!岳.p w ρ ー
で定義される浮力流東である。
. (2 -46) 
l.は摩擦速度であり， Bは















一，?I a 1 I a u
P 1 W =一的 lす|・ az . (2 -48) 
. (2 -49) ， ， I au Iθρ ρ1(' = -("，(" I V~一|三?











流体塊の位回エネルギーとして.tlV/tlt に等し~ l。ここで，図2← lを参照して，位悶エネルギー
の時間的変化を求めれば，
dV 1. ~ dD 
ーーー=-.，gムρ・D--tlt 2 ，，~.- ~ dt 
となる。ただし.Dは水面から内部境界面までの深さであり，ムρは内部境界面での密度の跳びで
. (2 -50) 
以下の定式化がなされる。
したがって，両エネルギーを等置した式より，連行係数EとoverallRichardson数Riと
. (2 -51) 
. (2-52) 
の関係が求められる。
=立乙 =2A-EEEL-α (R~) I 
gムpD
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味しており. f~} られた解に対して説11'1混合の概念による修正を行うものである。さらに ii )の仮
定は，拡散係数として，分子恒;倣{嘉数xのみを取り挙げればよいことを示唆している。
したがって，貯水池水平面di自ifi'lを一定として，熱流東を
ゆ==(1-ß)ØSe-~(lI.-!l 1 .・H・..……………………一一…..............・H・..……...・H・- (3-1 ) 
で表わせば，基礎方程式はつぎのように古ける。


















ρc'l.Tl ¥ " ir - -} 
一方，れを求めるため，貯水池水面ならびに/í~で T， =O とすれば. (3-2)式より Tiは以下
のように書ける。









































dTdZT . (3-8) dl -A， dz2 
T=const.=To : 1=0， z=z 
dT -pcxä~ =l/>s(t)-k(Ts(t)ー Ta)
: 1=1， z=O 







恥(t)=const.=恥 H ・H ・H ・H ・..・H ・..・H ・.… H・H ・.H ・.…..・H ・..・H ・.， (3 -10) 
と置くが，時間的に変化する関数形で与えられるときにも，以下の解析は若干の修正を行って，




T=const.=O : 1=0. z=z 
δT -pcr. dz =払-!l( T. ( !)-7'0) 
. (3-11) 
: 1=I.z=O 




oT /=-pcr. ä~ ・H ・H・-…...・H ・....…......・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・-…….....・H・-…… (3 -12) 
で表わせば，これについても 1次元の拡散方程式が成立する。
亘LzxE4 ・…・H ・H ・-…H ・H ・..・H ・.・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-……・………H ・.， (:1 -13) δ... dz" 
ただし，境界条件は，つぎのようである。
/=0 : 1=0. Z= Z 
/=払-k(7-.{/)ー To)
. (3 -14) 
: 1=1. z=O 
/=0 : 1= I.z→∞ 
この境界値問題の形式解は，よく知られているように，ラプラス変換を使って容易に求められる
2) 。
rt 1 .L 1_1 "'"r I . _ ¥ 'T" ¥ ¥ Z'exρ(-z2/4Xσ) /(z. 1)= I (φs-k( Ts{/一σ)ー To)}
~ " 2σ吉(x;r)~ 
I z ¥ ，.(' . I I _ ¥ Z・exρ(-z2/4XI1)=(払+灯、).eげC(-;)士-:.-1-k ITs(J -(1) " ，，，...，，~ " 'I"/'u 1 dl1 …(3 -15) 




-~{仇 +/lTo ) n r 1 _..J Z2 ¥ zrJ Z ¥1 
71z.I)- pc dすiマ主的〔一石i)-"2方・ 0叫 2&)f 
r' ~ • . ，_¥ e.rb( -Z2 /4Xσ} 一一一一ー で IT.(Iーが)・ e.rp¥-~-f 'I7.U "(1σ …………………… (3 -16) 
pc(x;r)言A 出
となる。故1:，z=Oとすれば，次式を得る。
_.2{ム+llTo)，.! k r'れ((-σ)Ts(l)ー f-'-I"'i-一一一寸・l一ー一寸一:.!.dl1 .....・H ・..・H ・-…・ (3-17) 
ρc( r.i")言 Pc(Xi")言A σ言
これを解けば31貯水池袋聞の水温は次式により表わさtる。












. (3 -20) 
と置かれており. 1'(z.I)， 1'aは元の記号に反されている。も九ろん， この場合に対応する表面
水温は次式て・表わされる。



























7ミ 目 l 
f.・IJ.( 3 -2)) 11 
11 






























































ds ， dh. ， dl12， d I v~ ¥， dl1~. -一一+一一7+一一二+a一一一l一一1+" '，" ム=0dx' ， dx' ， dx' ， U dx' ¥ 2g l' dx' -V 





. (3 -24) 
. (3 -25) 











'". L_r _ r.2__:._ Il 11， r.ndI1'l-，--AI1T2 一一=一一一卜Fl・sin0+ (I一九}一一一+一一-dx φ(x) L •• ~... v '" .dx dx 
-Fr(I -Ff)一一ι一+FI.一一ι一|Q.7BI1. T n' Q~/Bh2 J 
，1hz _L_L _ r.2¥_:_ Il " _ ¥ dl'-L __" r.Z¥ dl'T2 一一=一一一I(ε-Fnsin 0一(I一εトームー(I-Fn一一-dx (])(x)l 
φ(x)は
+(トE)F.2.一一ι一一(トFf)FI.一一ι;:-¥Q./Bh. -¥J-n}n' QdBh2J 
φ(x)=ε-F.2 -Fl+ F.2. Fl 
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. (3 -27) 
. (3 -28) 
. (3 -29) 
と置かれており，式中の fi，ιは普通の意味での上・下層流の Froude数である。
FZ--QLQLFZ-αQ~ 
1 -I!B21lt・ 2← 1!1J2Idcosz 8 
河口における出水くさびの場合と|司様，抵抗係数を用いて摩擦こう配を表わす。
(~… 11-"- 一一生一_\
dltnニ_( ¥ Bll1 .".， "， Bhz cos 0L .1立L ・…れ一一皇Lー|
dx 円 21!1t1 I BllI w'" V ' 8/12 COS 0 I 
dhrz _ r Q2 Q2 
一万一一μ 2gBhfcos0 . I BI1;-cos {] I 
. (3 -30) 
/(iJ+J」 ) |l
B11I ......." • Bhz cosU.I一色.COS ()+一一色ー | ・ (3 -31) 






qニF一一史Lー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 3 -32) 








































300 cal/cm2 (I972年7月の平均側)を使って 5.64X10リkcalと推定される。一方，移流熱量につ
いても.先と同様1972年7月の平均値を使えば，流入流批529m] /sec.流入水温23.iCより 8.07
x 10llkcalと計算される。ここに，移流熱litは水温60C(冬季の平均的水温)を基準にして求めら














先にはー憾な水温をもっていた貯水池水は. 5 月にはかt~ り顕著に成田化している。さらに 6
月には安定した水i品成同分布がみられるが，変水!再の{立i置は5月に比べてかなり低下している。
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ぁ=min.(yo.hi) :i=1.2 ・H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・.…..・H ・..…… (4-1) 
このとき， iM合取水によって上・下回から取水される流litは
QI=血子1!:-Q ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (4 -2) 
YI T .1/2 
Q2=4#LQ --… …・ …........・H ・.… ・……H ・H ・-…..・H ・-…H ・H ・'(4-3)
YI T .1/2 
で表わされるものとする。故に.貯水池水平面面積Aが一定とみなせるときには，内部境界面の
位置は次式で表わされる。




.JLι r_~削(t一寸1i川;)川l H0=(α+β)ト'cxρ|一|一β...….日. …日. …日. …日. …日. …日. ….日 (4一5)L A.I/o(α+β) J 
とt書写ける。ここに.α=.1/仇1勿Yo，s=!釣H伶ZI必'yoである。
他方'取水流体の密度pは
p戸=1!.戸匂'包2念:: 2U?2 = 七ω 1+ 州 ) .......................... (川4一→6) 
で表わされるカか冶ら. (川4一5ω)式を用いれば.つぎのように変形される。
L-l ..L~. ，_J _.JJ.α(t 一→Iム川;)川1 =1+ε'exTI一 I .….リ............…. …日. ….日….リ.….日….…. 日. ….日….….リ…. … .… .日….リ….日….“….(4一7) 







































































































d時{吋 s TzzfIEV-tJ 
1.伺20
1.伺10

































































































r 0 -h2~豆 .l/~h. 一δ
い l手 h.-o~II~ Il. 
I~ 





p=po (: 1=0) .・H ・.・H ・H ・H ・.…・H ・H ・...・H ・..………...・H ・...・H ・..……(4ー 12)









一一色(11.-.1/) Ao I ~y~ 11.-O 
(立 11. ー δ 二~V~yoA 
一一旦ー(.I/，+・.1/0) 2A.I/o 10:: Y:: -.1/0 








=ρr+(ムρ)oc-al ・H ・..・H ・H ・H ・.・H ・. H ・H ・H ・.…..・H ・..・H ・.・H ・(4ー16)
で表わし，仰がほぼ定数で与えられるものとすれば，上述のことから (.1-14)式の解を求める
ことができる。
L~全p)o 1 ，，~-削ト t ，._1O川 、-~\t ・， ..1p;:::p，.-t-否=万At(>!e-'- -'-aO/I.C ".-- 'J 
ただし，式中のわは以下のように表わされる。
{ 0 
1;:: ~会(/h 一 δ -y)
l -守色l吋ヂ+会(/hー δ-1/0) 
2.実験的考察
. (4 -17) 
1 ';! I1 ';! hl一δ
hl-δ':?I ';，主y。
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』 ' ‘ t，alOO cln. t=120 ::!n. tal崎o=.1:. 、 ‘ . 、ι 、 『






1.001 1.0021.0031.0041.00& 1.001 1.0021.003 ¥004¥，005 1.001 1.0021.0031.004 1.005 1.001 1.002 ¥，OOJ 1.004 1.005 
国4-9 流出水密度ならびに水槽内の密度分布(Q = ROcmJ / sec) 
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'. (ρ3-P.)(P2一ρ3)._.1 v=‘/2 gd ・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・..…… (4 -20) 
pz(ρZ-p.) " .







~ }ため， (4 -19)， (4 -20)ωいずれの式が適切であるか結論づけることは難し~ }。ただ.この
56← 
表4-2 濁水密度流の進行速度
Run No. Experi. Calcu. 
crnls 
3 2.70 2.11 ~ P2=O.99954H 
ρ3ニ0.998951
5 2.60 1.12ρ2= 0.999525 
ρ3= (U1993il 














































られた水深を .llu. また，底l吋水と濁水との笹度差から求められた水深を YIとすれば.y.=min. 
(yu. Ilou/)であり，流入水と濁水との境界面位慨は次式で表わされる。
.11=(仙旬。)exTr-(' Af .<i. ¥ d/1-.1. ・・・ H ・H ・..・H ・...…...・H ・(4 -22) L JI， A(y.+y.)'" J 
ここに.hou， li水面から取水口までの深さ..11.は取水口から濁水と底層水との界面までの深さで
あり.Aは貯水池水平面面積である。また.1，は混合取水の開始時刻であり." = {/Iou/-yu )A/Q 
より計算される。
( 4 -22)式を使えば，流出濁度はつぎのように求められる。
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lwasa. Y.， K. lnoue and M. Noguchi: Hydraulic effects of outlets on thermally stratified 
flows， Pr∞. 15th IAHR， 1973 
2 )前出 1) 
3)寺津寛一:自然科学者のための数学概論，岩被害届.1954 












































































UT= LT~ ……...・H ・ ...1 ・ H ・...………………...・H ・.....・ H ・......・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..… (5 -3) 
故に，時間スケールの縮尺ITは




































φ=2A )'ー「A，L.J .... /2i-l • 用 H'+~2d
. (5-6) 






















Rmxa h E矧h1Hest luqp;Intake ;臥scharge: Intema¥ lnit. Warer 
(伺) Sourcefeight (cm' (5) Frωde~o. Temp. ('Cl 
… infr刷 |ω! ー!一二 ~~l
65.1 I 1~匹 I 40 13.8 li  'iU - I ← 



































めるため，水面での熱流東を一定とした Dake-H arlemanの解， (3-5)式ω適合度を調べる。
そのため，図5-3に示されたようにして，表面水温(実験fl責:実際は水面下 1cmの値が用いら
れた)を使って s(1-kd恥のM(を求めた。これより，無次元化された水温ならびに水深を用いて揃
度分布を示せば，図 5-4 (a)， (b)のようである。水温がlOOCおよび300Cのときのi密度・比熱・熱
表5一2 水の物性値
j一F…一竺」同l一i止!…?…一…勺竺竺!イ竺J/g.K空一¥リ一廿然鮎鰍b伝iジ…i導射糾阜糾料ヰ率:
)() 0.99970 .Ll919 5.82xlO" 1.:19xlO-' 
30 0.9956-1 .Ll782 6.0ixlO' 1..16 x lU-' 
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O.o 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 O.6 T 













拡散係数の値は.表 5-2に示されているがヘ後述される理由により.ここではX=4.5x10 Jcm 
2/secの値を用いて実験1(の整理が行われた。確かに，全体的な温度分布形は相似形に近似される
が，図からも明らかなように，実験により求められた温度分布は，水面付近で相似分布形をして
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k( Tz.I'← To) 
ふtk( Ta-1~)) 
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のため，図 5ー 10には. (4 -7)式より計算される密度を渦度に換算した結果も記されている。
Tem酔ralure('Cl 
30 
Time Experi. Calcu. 
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/ / 0 
.' 
・'























験I:t数ケー スタされたが， ここでは， その代表的なものを取り挙げて説明する。実験は， まず流





れた流出入水温ならびに濁度を示せば，図5-11のようである。 また， このと 3の水槽内の温度
分作iならびに濁度分布l士. それぞれ，図5-12，図5-13に示されてυる。 ーーと. 水温測定に
ついてはがj節に述べられた通りである。 また，濁度測定については，水削I付のj笥度に対して透過
光式制度計(Jt'iI!IJ技研製PM-lOl型， PM-206型:投込式)，流出掛!立に対して間分球式濁度計
(日本間宮光学製SE P -C S500型， サンプリング式)がmいられた。
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d1l ， dl! ， dl' 一一+一一+一一=0dx ' d.1/' dz . (6-}) 
と書ける。ただし， U， V. wは流体速度のx，y， z軸成分であり，時間平均値を示す は省
略された。ここで.上式を図 6-}に示されたδXXδ.1/X B(x ..1/)の要素で体積積分すれば.次式が
求まる。
δ(BU) ，δ(B¥，)_o 
一一一。'x dy . (6-2) 
U. Vは. それぞれ 1，vを貯水池幅方向に平均化された値を表わしており，
U=古f附 ¥1=古f地
である。
一方，温度拡散方程式については， (2 -27)式より， まえと同じ記法を用いて
立T.J..立T.J . dT .J. dT --.1.J r;'立T¥.J._ι(1:'亘T¥.J...L(1:' ðTし~
dl '. dx ' • d.1/ ' .dz -dx' '-".r dx J' dy' 1.:.1 d.1/ J' dz' I.:.Z dz J ' PCp . (6-3) 
と書ける。ここに.E.rなどは分子運動ならびに乱流現象に対する温度舷散係数である。したがっ
て，連続方程式の場合と同様な積分県作を行えば次式を得る。
立 +i.i(BUT)+よ..，J (B¥lT)= ~. .，d fB(DI/+ EI/')立 l+生。t' B' ðx'....LJ~ "B dy'...' ~ ，-B' d.1/ l..'l.JI/' ':-1/' dy Jρcρ . (6-4) 
ここに， ゴチックで自かれたT. Qhは，U. ¥1と同じ意味の平均値を示しており.Dytま.貯水
地幅方向に鉛直移流速度がー織でないために生じる分散効巣に対する係数(分散係数)である。
，dT _ 1 r 
なお， (6-4)式の誘導にあたっては，dT/dx<{.. dTAみが仮定されており， Ey'は，E.一 ;，/ y 7iI= BJz1 
均等ぬより定義しなおされた拡散係数である。結局，鉱散ならびに分散の効果をまとめてKr.1I
で表わし. (6-2)式を考慮すれば， (6 -4)式はつぎのように書くことができる。。T . •• dT ， .， dT d I~ .， dT ¥， Qh 一一+U一一+\1一一=一・一一IBKr，/J一一J+~dl ' V dx ' 'd.1/ B ðy ，~"'，/J a.1/ J ρcρ • (6 -5) 
さらに，浮遊砂に対する質量保存式である拡散方程式についても，全く同様にして取り扱える。
すなわち，結果のみ記せば以下のようである。










連続方程式 (6-2)式は x方向に貯水池流入端 (x=x;)から流出端 (x=xo)まで積分す
れば，つぎのように書き改められる。
勢=qi-qo ......................................... (6ー 7)
ここに，式中の記号は以下のように世かれている。
rxo rZr 
Q..=A(y)' V(y.J)= I I vdzdx 
JZ. ，.IZ， 
q; = ([:' lldZ)一
qo = ([:' lldz)一
同様にして，温度並散方程式も変形できる。
主主+土 a(A_lit)=.!1iT，-QoT，o+i.41A(D+E・}主 l+主ι .・H ・.(6-8) 
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.14x亙 ( : Kohの式)
(す-告 dD/ly
…{~日制 ( : Crayaの式)





















ム fJnrr"...¥ '0'1'7"¥ 1 ~ (ムAVT)，.J上-i-(ム1VT)i山.
ムT=一一一寸I1<BUTη)i←寸.→-ij一べ(8町UT引)i-j..i tい÷ ム;l，.jJl'..'-". ，1.J ，~'-'.& "+1'''j ムH
(T)(dT)，l ム1. lu.一一:-J. . 1-{ d.A . !(.ー -:-1. 11 + νムyli.i・吉 Y /i.j I
ムY
叶旦ι)ムI …ー………・……H ・M ・..・H ・..・H ・-…H ・H ・...・…...........・H ・.(6 -16) 
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を反映して，計算値と実測耐とは良く一致している。ただ. 3 nのlij半と 5月下旬から 6月上旬

















































:= To" 寸(~十九一 To，.) . (6 -18) 
ただし，
ρ・r. IlkVdハ Ik /ム1¥1{l=弓~/Xð/-勾・~I-exp(l ~}一一ト erfd一、子.L H ……H ・H・-… (6 ー 19)，fi[..' k 1 ・¥¥PC I X I --¥ρC ¥' X /J 





















































は. (6 -18)式の Gの舶を大きくすることであるロいずれにしても，水温予測のみを対魚とする
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頁 行 誤 正
14 上から12 疏体魂 流体塊
38 下から 8 9.3m 9.8m 
56 H 2 ， (4 -20) (削除)
57 図4-17 T2 T， 
H H Co C， 
58 図4-18 C/Co C/ C， 
82 上から 2 槙式化 模式化
83 図6-3 17 ~A 17 <>-ヱ~
93 下から13 k*= 1.8...2.0x 1O-3kcal/m2.'C k*= 1.8...2.0x 1O-Jkcal/m2・sec'.C
